
酸素欠乏・硫化水素中毒の防止について

建設業労働災害防止協会藤岡支部との安全パトロールを実施しました

藤岡労働基準監督署からのお知らせ

藤岡労働基準監督署では、建設業労働災害防止
協会藤岡支部と定期的に安全パトロールを実施し
ています。７月及び８月に実施した安全パトロー
ルでは、重機との接触災害防止や熱中症対策につ
いて現場の取組を確認しました。
酷暑の中のパトロールでしたが、現場によって

は熱中症対策キットの備え付けなど、熱中症の初
期対応を迅速に行うために取り組まれていました。

・ 雨水や湧水などが滞留し、又は滞留したことのある槽、暗渠、ピットマンホール等の内部
（水中の有機物が分解される際に酸素を消費）

・し尿、汚水など、腐敗しやすいものを入れてあり、又は入れたことのある水槽、暗渠、
ピット、マンホール等の内部（し尿、汚水などの腐敗等により硫化水素が発生）

これら以外にも危険場所はあります。詳細は「労働安全衛生法施行令 別表第六」に記載されていま
す。

症状濃度

臭気を感知する0.3ppm
眼の粘膜を刺激する。10ppm
嗅覚疲労により硫化水素濃度の上昇を感じなくなる。20ppm
長時間ばく露で窒息死100ppm
呼吸麻痺で死亡700ppm
即死50000ppm

硫化水素中毒による体の変化

※下水中や堆積した汚泥内で発生した硫化水素は、外部からの衝
撃を受けると一気に大気中に拡散されるため、作業開始時には硫
化水素の濃度が低くても、作業中に濃度が急上昇する可能性があ
ります。

①事前に濃度を測定しましょう︕

9
月
9
月

危険な場所を
把握しよう！！

７月のパトロール ８月のパトロール

このような場所は酸素欠乏状態や硫化水素中毒になりやすい危険場所です

②換気を行いましょう︕ ③保護具を準備しましょう︕

外国人労働者に対する安全衛生教育教材作成事業（建設

業）『電気通信業務』安全衛生のポイント（酸素欠乏・

一酸化炭素中毒の防止）より これらの他にも「酸素欠乏症等防止規則」に決まりがあります。

① 酸素濃度が18％以上であること
② 硫化水素濃度が10ppm未満であること



「職場のあんぜんサイト」より

過去に全国で起きた一酸化炭素中毒の事例

防火水槽の建設工事において、コンクリートの
養生のために設置した練炭から発生した一酸化炭
素が水槽内全体に充満し、１名がCO中毒になった
後、救出に入った３名も被災した。

一酸化炭素中毒に注意しましょう

一酸化炭素（ＣＯ）は無色・無臭の気体で、空気とほぼ同じ重さ(比重)のため、その
存在を感知しにくい気体ですが、非常に強い毒性があります。
また、一酸化炭素は、血液中のヘモグロビンと結合しやすいため、一酸化炭素を体

内に吸入すると体内への酸素供給が妨げられ、ＣＯ中毒を発症し、重篤な症状を引き
起こします。

工場内で、外部作業者が内燃機関を有するコンク
リートカッターを使用し、工場内床面の基礎補強工
事を行っていたところ、その周辺で機械操作業務、
金型加工業務を行っていた作業者計7名がコンク
リートカッターの排気ガスを吸引し、CO中毒と
なった。

被災者２名でスープや加熱調理の為の作業を
行っていたが、換気装置を稼働させていなかった。
ガスコンロの径に対し直径の大きな寸胴鍋を乗せ
て調理作業を行っていたところ、被災者２名とも
にCO中毒となった。

【事例１】
換気や保護具の着用を徹底しよう︕

換気の不十分場所で、内燃機

関を有する物は使用しない︕

サイズの合わない鍋を使うと、

燃焼に必要な空気が吸い込まれ

ず不完全燃焼を起こすよ︕

余裕をもった換気に加え、携帯用の「計測機器」や「警報器」
なども用い、実際の作業時における一酸化炭素濃度の把握に努
めてください

【事例２】

【事例３】


